
　　　　　　が、創業以来積み上げてきた利益金と、会員の皆様か
らの出資金の合計額が自己資本です。「自己資本比率」はリスク・
アセット（総資産のうち、万一の場合に貸し倒れの可能性がある資
産）に対し、自己資本がどれくらいあるかを示す指標のことです。
従って一般的には、この比率が高いほど不時への備えが厚く健全
性も高いと言えます。信用金庫など国内だけで営業している金融
機関に適用される国内基準は４%以上で、大手銀行など海外でも
営業している金融機関は国際基準で８％以上となっています。

　貸出金等の元本や利息が取引先の事情により決められた期日
に返ってこない場合及びその危険性が高い場合、それを不良債権
といいます。
　　　　　　では保有する資産（貸出金等）について厳格な基準に
よる自己査定を行い、その結果に基づいて不良債権を開示してお
ります。（「リスク管理債権」及び「金融再生法に基づく開示債権」）

　　　　　の

自己資本比率は18.73％となり
国内基準を大きく上回る水準で健全性を
維持しております。
また、自己資本額も 367 億円となり
自己資本の充実が図られました。

　　　　　の
リスク管理債権比率は 4.30％
リスク管理債権額は 84 億円
リスク管理債権の保全率は 94.68％

自己資本の充実状況
　　　　　　は、利益の極大化を追求する経営とは異なり、自らの地域
社会ビジョンを持ち、地域市民、地域社会の新しい風を感じながら、一
人ひとりの会員・お客さまからもたらされる恵み（経済的・文化的・
社会的恵み）に対して価値を提供する、共に持ち寄って利益を分かち合
う組織を目指しております。よって、金融面だけでなく、創業以来、文化
的・社会的貢献にも力を入れております。

　　　　　　地域振興財団は、地域貢献の一環として　　　　　が基
金の全額を拠出して設立した団体です。現在の基本財産は 1 億８千
５百万円となっています。西播磨地区の振興発展を図るために、平成
２８年度は次のとおり事業の助成を行いました。

●宍粟市さつきマラソン大会に対する助成
●新宮町納涼ふれあい祭りに対する助成
●太子あすかふるさとまつりに対する助成等

●産学協同開発事業に対する助成

●宍粟市小中学校児童、生徒健全育成会に対する助成
●宍粟市内小学校訪問ふれあいコンサートに対する助成等

コミュニティ活動助成事業（助成金額172万円）

青少年健全育成助成事業 （助成金額210万円）

公共施設設備助成事業 （助成金額15万円）

地場産業振興発展助成事業 （助成金額20万円）

地域貢献活動等の取組み

一般財団法人「　　　　地域振興財団」

の健全性

不良債権残高・比率の状況

特に危険度の高い破綻先債権、

延滞債権の保全率は94.57％

自己査定基準

破　綻　先

実質破綻先

破綻懸念先

要 注 意 先

正　常　先

合　計

金融再生法

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
（2,077 百万円）

危険債権
（6,253 百万円）

要管理債権
（167百万円）

正常債権
（191,547 百万円）

200,046 百万円

リスク管理債権

破綻先債権
（283百万円）
貸出金以外

延滞債権
（8,016 百万円）

貸出金以外

3ヵ月以上延滞債権 （0百万円）
貸出条件緩和債権 （166百万円）

－

－

8,467 百万円

保全状況

100.0%

100.0%

92.80%

94.68%

宍粟市さつき
マラソン大会

宍粟市内小中
学校への図書
券寄贈「山崎
小学校からの
お礼状」

地場産業振興発展助成事業表彰
「株式会社フジイ」

ふれあいコンサート

龍野北高等学校によるショーウィンドウディスプレイ
26年度 27年度 28年度

（平成）

18.73
（単位 ： ％）

16.00

14.00

18.00

17.00

15.00

19.00

■自己資本比率

18.19

340

（単位 ： 億円）

280

260

270

290

300

310

320

330

340

350

370

■自己資本額

26年度 27年度 28年度
（平成）

367

2 の安全性3 地域社会への貢献活動4
　　　　　　は、①課題解決型金融の強化②独自性の追求
と発揮③経営力・内部管理態勢の強化④人財力の強化
を最重要課題と位置付け、日々、地域社会のために邁進してまい
りました。
　平成２８年度の実績として、預金末残は対前年度比で２．０％
増加し、貸出金末残も１．３％増加しました。収益面においては、
リスク管理の徹底と諸経費の節減に努めた結果、本業での収益力
を示す基礎業務純益は１９億６千１百万円、当期純利益で１５億
２百万円を確保することができました。
　今後も、地域で最も信用、信頼される金融機関をめざして役職
員一同、力を合わせて努力いたします。

(注 ) 基礎業務純益とは、業務純益から一般貸倒引当金繰入額と国債等債券
関係損益を控除したもので信用金庫業務本来の利益を表すものです。

地域で最も信用、信頼される
金融機関をめざして

の業績1

2,0802,183
1,961

1,502

26年度

26年度 27年度 28年度（平成）

28年度
（平成）

28年度
（平成）

2,261
2,439

2,179

1,653

０

3,000
（単位 : 百万円）
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1,000

1,500

2,000
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業務純益

基礎業務純益

当期純利益

経常利益

■貸出金残高
（単位 : 百万円）
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150,000

0

100,000

200,000

■預金積金残高
（単位：百万円）

200,000
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350,000
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0

450,000

27年度 26年度 27年度

2,1582,275
2,072

1,573

18.46
353360

波賀中学校金融教育「金融教育活動」「信用金庫の日」清掃活動

「事業承継個別相談会」を開催

196,767191,613 194,203440,724425,097 431,941

18.73 367

西兵庫信用金庫　ミニディスクロージャー表　5600412　396x210　win7 中山　2017.7.11　改 2　CMYK


